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〔世界大会〕 

◎2026年Ｕ17世界レスリング選手権大会  綿 谷 湊 斗（65㎏級）１回戦敗退 
〔全国大会〕 

◎令和８年度 全国高等学校総合体育大会（インターハイ） 
〔学校対抗団体戦〕剣道男子  第３位（三木己徹が優秀選手賞） 

弓道女子  第７位 
         レスリング １回戦敗退 
〔個人戦〕弓道男子  塩 田   岳 決勝進出 

剣道男子  三 木 己 徹 ２回戦進出 
剣道女子  大 賀 幸 愛 １回戦敗退 

北 山 愛 華 ベスト１６ 
レスリング  林 田 龍之介（65㎏級）１回戦敗退 
レスリング  本 多 洸 太（92㎏級）１回戦敗退 

◎玉竜旗高校剣道大会2026 
 学校対抗男子団体 ベスト１６ 
 学校対抗女子団体 ベスト１６ 
◎第５０回全国高等学校総合文化祭 

放送部門    アナウンス部門  前 田 朱 理 出場 
美術・工芸部門 絵画部門     牧 本 ほのか 出品 

◎第７３回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト 
 アナウンス部門  前 田 朱 理 決勝進出（優良賞） 

〔県大会〕 
  ◎第81回九州合唱コンクール長崎県大会 銀賞 
  ◎第61回長崎県高等学校音楽コンクール声楽部門  横 田 詩 穂 銀賞 
〔地区大会〕 

◎第15回長崎県高等学校新人体育大会テニス競技中地区大会 
男子：吉川・森塚組 第３位 
女子：隈部・野島組 第３位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIRA-GE next は、全国の高校３０校、約７０名の高校生が長崎の出島メッセに集まり、

多様な立場や世代の人々との対話を通して、自分自身の考えを深め、未来の社会について

考える４日間の合宿型プログラムです。今回、本校に参加の案内があり、代表して共創 PJ

リーダーの森崎さんが参加しました。その経験ついて久保田校長が話を聞きました。 

 

●校長 まず、MIRA-GE に参加しようと思ったきっかけは。 

森崎さん 全国の高校生と交流できることに魅力を感じたからです。普段は接する機会の

ない地域の高校生が、どんな考えを持っているのか知りたいと思い、参加を決めました。 

●校長 実際に参加してみてどうでしたか。 

森崎さん 想像以上に刺激的でした。参加していた高校生は自分の考えをしっかり持って

いて、議論の場では積極的に意見を述べていました。 

●校長 特に印象に残ったことは何ですか。 

森崎さん 全国から集まった仲間と「平和」や「地域の未来」について話し合ったことです。

同じテーマでもさまざまな考え方があり、「正解は一つではない」と実感しました。 

●校長 企業の方々との交流はいかがでしたか。 

森崎さん 社会人の方はもっと堅いイメージがありましたが、私たち高校生の意見を真剣

に聞いてくださいました。「面白い視点だね」と声をかけていただいたことが印象に残っ

ています。 

●校長 心に残っている言葉はありますか。 

森崎さん 「今、高校生だからこそ見える課題がある」という言葉です。高校生の視点にも

価値があると知り、自信につながりました。 

●校長 議論を進める中で苦労したことはありましたか。 

森崎さん 異なる意見をまとめることです。しかし、お互いの考えを最後まで聞くことで、

新しいアイデアが生まれることもありました。 

●校長 参加前と比べて、自分自身に変化を感じますか。 

森崎さん 以前よりも自分の意見を伝えることに自信が持てるようになりました。また、地

域や社会の課題により関心を持つようになれたと思います。 

●校長 最後に、島原高校生にメッセージをお願いします。 

森崎さん 最初は不安もありましたが、参加して本当に良かったと感じています。全国の仲

間や社会人との出会いは、自分の世界を大きく広げてくれました。このような企画に興味

がある人は、ぜひ挑戦してほしいと思います。 

 

MIRA-GE での経験を通して、森崎さんは全国の仲間や多世代の参加者との対話から、多

様な価値観に触れることができたようです。特に、自分の考えを発信する力や他者の意見

を受け止める姿勢を学んだことは、大きな成長につながったようです。こうした学びは、

今後の学校生活はもちろん、将来社会に出てからも生きる貴重な財産となることでしょう。

森崎さんのさらなる活躍を期待しています。 

島高だより 
令和８年８月号  
（通巻第 245号） 
長崎県立島原高等学校 

編集：教育企画部 

校長室から 
文理探究科 2 年 5 組 森崎裕海（もりさき・ひろみ）さんが 

「MIRA-GE next ２０２６」の参加報告をしてくれました！ 

 
 

 

７月２７日（月）～８月４日（火）の７日間（土・日を除く）、３年生を対象に校内学

習会を実施しました。１日６時間１５分の自主学習を実践しました。 

校内学習会の主たる目的は、「主体的に学習に向かう姿勢および確固たる学習習慣を身

に着つけること」です。この目的を達成するために、３年生は懸命に自主学習に取り組ん

でいました。また、学習で生じた疑問点については、個別に質問対応を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路選択の時は刻一刻と近づいてきています。現状に満足せずに、さらなる飛躍を目指

して努力を重ねてほしいと思います。今回の校内学習会での経験を生かして、本物の受験

生となることを切に願っています。 

３年生の校内学習会 

各種大会の結果 
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６日（日）青楓祭【体育祭】 

      文化祭は 10/31・11/1 に実施 

７日（月）週休日振替 

８日（火）３年生進路講演会 

１１日（金）島高青楓塾 

      【卒業生による講演会】 

１２日（土）３年生模試～１３日（日） 

２４日（木）考査時間割発表 

２５日（金）文理探究科学校説明会 

３０日（水）国民スポーツ大会壮行式 

 

 

文理探究科２学生は、この夏多くの充実した研修を受講しました。 

この夏の経験を生かし、今後ますます成長する生徒の皆さんの姿が楽しみです！ 

 

≪熊本研修≫ 

7/28（月）～29（火）の熊本研修旅行では、理数探究コ

ースは崇城大学、国際探究コースは熊本学園大学や熊本

県立大学・熊本城を訪問しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪長崎県立大学研修≫ 

8/18（火）には長崎県立大を訪問し、“本物に触れる”

を体験してきました。 

大学の先生が熱量を持って楽しそうに専門分野を話し

て下さる姿から、「難しいけど、楽しい。答えが出なくて

も失敗しても楽しい。」ことを学んできたようでした。 

 

≪夏休み小学生理科実験教室≫ 

7/21（火）、理数探究コースの生徒は島原市内の小学生

を対象に実験教室を行いました。 

理科の知識を小学生に伝わるように、どのように説明す

ればよいか試行錯誤するなかで、分かりやすく説明するこ

との難しさを知った生徒が多くいました。今回の経験を将

来の仕事に活かしていきたいという言葉も多く聞かれま

した。 

文理探究科２年生の研修  

 

文理探究科１年生は７月下旬、初めて校外での研修を行いました。 

 

≪有家川水質調査実習≫ 

7/22（水）に有家川に赴き水質調査、水棲

生物の採集を行いました。寺井先生のレク

チャーの下、島原の自然の豊かさや偉大さ

を感じることもできました。鮎帰りの滝で

は、水の中に入り水棲生物の気持ちを知れ

た気がします。 

 

 

≪長崎総合科学大学体験学習≫ 

7/24（金）に長崎総合科学大学で体験学

習を行いました。船舶海洋試験水槽・医療

機器・ロボコン・建築模型の４つの班に分

かれて教授、学生から指導を受け、大学の

学びを体験しました。科学技術に触れ、こ

れからの探究活動により期待を抱くように

なりました。 

 

 

７月 30 日（木）にオープンスクールを開

催しました。中学生とその保護者もあわせて

300 人以上の参加がありました。 

本年度は「公開講座」や在校生が行った「島

高〇×クイズ」「中学校別座談会」「部活動

見学」を実施しました。生徒たちが主体的に

島高の魅力を中学生にわかりやすく伝えて

くれました。アンケートには「公開授業をも

っと受けたかった」「生徒たちも質問に丁寧

に答えてくれてわかりやすかった」など好評

でした。さらに、購買部に長蛇の列ができ大

盛況でした。 

暑い中参加してくださった中学生のみな

さん、座談会や動画作成、司会などを担当し

てくれた高校生の皆さん、本当にありがとう

ございました。 

第１回オープンスクール 

文理探究科１年生の研修 


